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第 ⅩⅧ報 =業法薬による岩石内応力演の伝播軽

く稲 か 33qL7月 I El焚 q)

騒 非 式 (.I.J

rtl串油断挨大金tJ:AEEエJJ)

1 接 す

一般に,敵城は空Iiil的な分布械式ばかりでなく.狩

花がLIYl帆に加わるか.交番約に加J?ちか.かIL:-)迎く

加わるか.突然に旺動的に加わちか呼の辿腔的因子に

上っても封 とするものである｡経って.i'!石の畑弘に

も也々な扱他形式があり,この櫨々の帽叫の内,との

ような効果が蛭坊的な岩石の17瀬 俄の主囚7.となるも

のかを朗随にすべきである｡一基鼓では,丑初にきわめ

て布達高圧のZF要せもたらす僻 の煉発を利用するの

で,初期の棚 的符丘に忠する伺Jhと,舶 蛭期.こわ
たつてのfFW的 (gl,aS1-≦tAt'ed)な格合との二段d･ま

えの帯莞魚産をとる必要かあると恩われる.

このうち.前者はきわめてa;連よのg_敏でその持焼

串関b'･短く,又.完Zn;圧という肋 うなEi3Jtが･あっ

た.細 は.符に=:封排 に上るEt石内忠力だのに

苛性をZYベ,そTLから嘗石の玉柏うな状五回を求めエ真
理鼓との附 箆を考察したものである.

2 実 鞍 方 法

長さOの岩石軒軒を=B郡 に上って桝 LI_匹に

姓 する応力鼓の】里庶(,灘びに物見過皮 tlを決め

る｡Cは併せ閑地からE･が即 の臼EI1両に弼遠するま

Ltの時rin=を決めて肝33:し (C･EE=LJ-),1は折か粁料の

自由面に唱法したとき,自由面の亨瑚乃の搬 過度が物

党進度の2倍に等しいというEm を刊)F)して決めろ｡

文,CとVが分11は.悲_qlB;力l'は次の;だ軌JLの式に

上って与えられる-
p-pIC･-J (1)

p 拭封の密Jr
蜘 {･ある加 古が即 の弟面に印 した時riZfは

繋fi海面にせいたイ*-/左針で知り,tiが排 の自由

面に現還した信号は.自由面の漉 .こ上って決れする

屯R的コソfクトに上り.時伴汁許一二は耗道床穎引-/

ヲウノ℡オ ?yt,グラフを用いた.

柿 の自由面は平らに招 し.7タ1)ル折脂茅の旗

新補で払拓 くrFJ'eo･015.llm)ち,はり,こLlを共通娘に

通じておく｡この打料の11=,rgさLlの搬 物を介し

{舟をl*解き,こIL/._,摂接触体とする｡これらの具体

的力淡は.郡 X,.q･＼■旬')1日)と全くJ'JJ蛾である｡

汎KllJ濫関は阿 】,糾らILた前列郷 の一例Ii牢井

Zの如く'Cある｡



1事 顎 堤 淀 の 'R 魚 的 庶 兜 =rT

ものである.卵 は約5rnmの群さて上脚 円･=淵

入さrt,抑 上沼は拡済,脈 と妓■していろ,

3 実Jl捻果 とその考拝

3.Z応力汝の形式のF化

以上のようにして.=ノ7タIlm dを支えて~を

戎めて持た′ラフの一例はE92の如>ものであっ':,

則随 焦1LtとわLlは Tzlbl亡 の上'Jになる.
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を伊にと九ほ,研 8(mに至れI!鯛 にエ･･U､.U-浩.111.'=::濁 溜 : る藍はP_とんとな
くな-て...5cc-1.桃 ⊂-lとなり,紺 に上る鎧

.1'L純 なのは 6<rrL以内である.又,この

船 近くtは覇良yイナマイト及びEZ{イナ～,イH三共に突カ

ーIJッtよりも井圧Dar胡JLStLホlJI.こ示した琵の弧 r'11姻 ■L･

内の平 てt.るここが注目書TLも.卑伝丘郡 である.そこて,こLl'LJJ75迅かこiKL この圧力

互化の投穏1まう銭,岩石の肋 に上ってもて,伝稚泣碇Eの鎌 的文化の&和LL7r託すと図3の上 長 り,大窪石で.三七ノ/

TJEJ'･タル.iOも遠くまで亦うになる.このとき, Fは次のようlこして資める. 圧の状匹かつづさ.かつ蜂茅のTS色に上る喪も大きい.
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F上プJI'の#■的変化凪 こ,輔Xl".＼l･'灘に山 .て.

耶 <何件/LW辛い こZ:き.iSのuLエ馳･ら
紅ちに艶比約･二
汝だす

ち
,いい.〉J.正故
郷技の正念のJ'てなく･
租合によ

っ･Cは.
馳･ち汲一叔十mmの
払91妓<tよある

b･..
i
.
しろ伝搬の仏経親船'･あ
r)
.この
掛e)titF''

から捻七･二高遠生山脚二人もことをmHL一1エ

見附.ー
bt石の
J8合.こおLt
{I,この
ような攻取か記め

ら.ち.こ
't. 三'の餅的ZL比点した【羽から明:,

かにIgカ
もこLF･て
さる
.
大足右でL三･･r･一m､
の

既述旺E柳奴絹'J3-.nn
つづさ.
次いで7･
Ⅶmさ

に1上井十も.
こq)蛾のL ハ蛸耶･上･''･
rmHニお

いて(畑皮CJLのもと
に

.
i±12(,.i,1'であろから･

この毒.i..<差こ.
.一
考えらrt凸ものてある･この

柏FL

I

,tJLP
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'
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poqJLへ■一

一一･･′i_.-▲
i35 冶石の書旺下の1滴故事ti

tF相.三
部】に棚の拝繋.三 ど強く現E,Jtる二王･QI

Elされろ.覇2に
超からJ,1ろように.この鮎EEe:
応

射ては玩託生l･は7Z'貰唯EITd樹上Ct･
一花=木

蓮{･ある.この
脚-Cは.√
は広くてi'
vl三六五0

ため,
-Lr諸の臥二比例する圧力L i茄い.こ

の上tlL見

やは指.=
苓W.
王丁顎て市脚古こ名づけてJi

じておいた去りである.

12LL石の3EZど下の…

hJJ=Q)如く.C
と1,の一速のru経が明らか･=ILjl.三

脚こ従って,
応 力I,一比群Vのrq経を決めることが･

できろ｡

)･-l
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,
.
･C･ 7J

(3)

V-[(JLI'.)(1'.-V
)ji(ll)

I,..
J･はCEの耐量の圧九l'..
t'は同じく比rr<

ち(3),
(り式に難段で.ki''たで･T一の
朋施せ代入す

れにLLl相打がLaIる.
倒し,この
式IiBtt.二は正

敏の鮮荘にENすもものである.抱月と̀岬
日のように

なっ た.,tJ
‥Jl･/,タJt･,
抄ulの一mlニTr(T//局

いた巷
_
tV私こよるもの･細るが･エ7
LはPlである
所

由ダイナー(,トと,
T:､Tの姥者L=つい{の件艶を比

tzすろし大富EJ.
その鈷gl_,
偶.=る毒.まilJ)F'
九-1',
甘いh･えtL

.i,この
ようfL岩石の拝巴皇宅(吠打)L三t
性計'p-

もの-I.
ど事に軌.'=雛の
在中とはEq托かないこ

セ云している.

33往々の脚式とど.L石の
‡St宝か工兵qL軌二又

はす帥

ここ-亡.
1Sに怪瀦打てFnちか･こなった

だ抄)形式･三

一校に福次艶性
班か犯例域放(政一i
21.nrTti'C)正

親gl歩む倒壊(政一
丑
lr)n)であるが･このrulQ)
附

機偶l上氷のエ～ にな



吟 唱Ei T2 の :た l兵的 研 究 239

同一牒紫に上る煙故放熱にも大 きrJ･塵が現れてく,HJd ゴ八-ても.iF抑 面から故一粒 卜mmT勺に牧池畔伝妬

折 2に,別敬は艇 から献SEする性だのものであるか 胡蝶,-Tたわち.高次畝雌 が称琵1ること/L朋

ら,37m 粂L′紬'戦 恕国に現われていろ各班旬形式のと らかにした｡

の塀恥 こIJLJるかが相対とな/JA但し,ここに'T.した状 (3) 鞍叩圧力の淑袈性は,J.J一業銘を'以ても1■〉石

取回は･きわめて卦的な特性に柑するものであr)一 閃 の齢 lによI)兵り.又.rJ7トキ■t石内で策既の出が現AL

Tr(がより,TF的になった職分はこJtらの出払とは又舛つ るりtiきI'めて近拒稚.=Plられる.

た様相なf71してくることを琴はしておく必礎机ある｡ (I) 描.砺飼ダイナーイ トの如く芯比7rt,応鮎

T.P.i.エ刃額故は今抜群at的な考'Lカセ帝人すること のものは.依比収位相遁LC)耕状策鮮繋II)も 嬢ir近

が必せであるが,ここ{'はこの上)な関 田 にはふ kL tZIl=諦FEの匠勤を与x.ろ｡

す,扮姓的なヨ在に限定して嫌 ,考禁を止めた.そ くさ) VT飼ダイナーイtの契挨披 く(.I)について

Llli.ここにとりあげた拙田が接i文近傍の現 俄であ 浪めた大理石の庄力J'と比啓変化 ill't'.のFtS孫を.

ウ.そのような市】首蒔LZ;の脚 における現敏は叔d(的 TIYTLこよる均合 (幼lY職)と比較し,閃一mまJlく一

也慣Jzはなれて,むしろ,鈍力学的に巧fSしてt.水封 致すること1_/知った｡

的な誹りはないと思わ^ろからである. (6) 応力転の粗 の変化,並びに讃L石の柁tg;がT.

j だ -:.I
12煙路 こ-AL三す缶守を論じた｡

欄 卦 上茶料作成を始め,克郎大学伊p-払故殺の

木棚皆は.土として.エR僻 の爆発に上ってキ■〉石 TZf姐の郷指執 こよる所が六･Cめr).茶所の内鞘は閃光

内に生じた市庄の野加の形式や,そIlに従 '日■!石の稲 生と火にLl非鉄薬全aBl)に職悠したo深く先生に感謝

蝕むJi胞じたものであって,こrlJL,捉指すIliエ次のAll する｡

くである｡

(り 捷繋lこI二位ダイナマイT-,新劇タイナ･1イ
文 献

栄カー.)ット節を.lJl石糾封にはコソクリー ト,大和 1) 岐ノl家柄 工火述 1735(FR31)

Tl,花伽 将̀ をえちび,控準油面から枕JtのBti#にお 2) ' 18225(FR32)

ける軒の転拓盈 匠亡と晩文通収 7,を湘足した｡LJljの 3) ' 18308(昭32)

発生には.4'繋開始にイオ/託針.匠の故知lこ州 の 4) ′ (投jX牛)

El出血の劫 一二上って詫蘇する=/タクトを)rlい.咋 ○) ■ (I)

問71は-/テクソ管オ ブンr･7 ラブに上る｡ 6) fDk ･軌 接片氏tLl),E公法 (′J

(2) 光臨指果せ阿蘇L,=J3S爆発とIT't石の蛾余に

olll3rほarIC10rJixplosne鳥(XYH)

ol1tIICIJT叩 Zlgllt10ltOJ-slrcSBWa､,es
l)rOLluccLHly川dllBtrllLHはplosIVeSlrllt巾Ck

LIyT SaklLra]

lhC l'reSenlド.LPCr lnぐlu(】eslhL'prO1)ltmlSOt hLdl･Or･krl)1ztsl,C ､V.lVLLSJ"nImoS= Ollds ll･1(kr

lyl'1ぐi'15treSS-､､a､CSfornle･H n rockdLL.LGkcLLtJ), ､･OLentimp..⊂lSuchaSdeLOnnt･On h l‖H,rCSCZIL

Jt･LOFIELtLOnCFzllJustTla)cxplos】＼,eSnntltlyn凸nlLe CXT氾r11TICrtt.thLStypeOLvriTIleLさOkotounLL.＼l

meChdnl⊂alpFOPCrlleま0(TOCk lhL写JITlgulnrzor)e lhe propag.llLOn ､L･10ぐLt〉LS

Jも uh111g J3rown-Ll'bc DSezl)ograt'hlhc zmthor ratherlo" and opt lT.t=corLET叩 Iht･l,arlLrLe

ztlen51lrCdlhc ･ヽetoc】tlCSOl≠il＼CPrOPn抑 Lt)rL.lrLtl le)oe'lylileryh'gh.

paTLLuZL;､Cloc'lleS】nrockoccureLlb)t】L･tOl-仙On ThH t･zld帥q OfthzspllenOme110nlきdl†krczIL

p'cllOU5]),he po'r)ledoIJl llleTormnt10n Or from thek,TILlofrock
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m orclnlCnSeL＼･111nrllnCtmenLmolt.lrOrSTLn(l引 onc c.Ill.l

rhCdcc･,.Y･nFOlz-rCSSUreJ' ､er､ rLlZI.DnJ ELJrthcrthtZauLLIOr Ullm{LuLCd t】11're!仙OnL

showsthela't lha= he dl打… nぐCOEl7rE･､1''C' htZl叫lCn l-r小さurCAE'dlOlum" hnngcofrocklrom

h)､nrlOu.CXJ,losl､C<叩 IXurSO叫 ≠,Lthm dr如 ■'t=e lnu''t=､t'rtt t･xr'cr'rzl叩t且】 't=､Ullszmd d-ゝぐtZS5ed

off帥 LenlL-melCr from lmPa亡LSurla亡C nǹl on Lhc LreOnneeIIDn10bhslLTlg

brlSdn⊂C OfcxpLosl.t= CXhlbLtSI r8111er rleAr (N叩POnO】lゝarLdlA1号Ctl

reglon from lmr'aCLSUrEa｡e TL-Lは10､OPhnL)

lhcprcさ､urCOE M ､C prOduぐPt1b) Sh■日脚rL一

爆真によるメタン空気混合ガスの着火性に関する研究

第 1和 布 速 度 カ メラ に よ る メ タ ン舟 火 の 篭賢察

(帽や;33咋 7FllF交EA)

株 Jw. JnJ 妃

(nI.油rB株式仝JJ_穴丘エtii)

1推 す
イヤーは水瓜発だnLfrJ用)(2)洗し式r"lF:れ一ラ1fH
いることとした¥｡

法式･=よるノタ/ガスのry火については多くの暇 旺Jrl敵 は誕 王に戻すかくてある.

がlfされ,その超欠損弧 こついてはi}兄で生じ(.:亮盃

ガス,g語 ･=あるいは傑 固体滋子番が考えられる｡

しかし潤 の別 は ,これらの世々の雌 因子E:よる 弟Ga兼任瓦比ji毘遠望言火抑 驚ox
上Z)ら,てilらの炎同作用に上ろものであると44えた - ー

:.∴ ∴ .:. ; ..:J '･:H I･'l∴ .:: ∴ ∴

いは浦97ウE3抱拭脚 によってありt)棚 に上っても 帯 紐 J3 32 ≡.CE23.5

これらの択捉 三の掬 が異る本も3gめられていろ｡ 荊タイC 3OI0972{<

この冠由は鮒 の従かzlる条件で前;Jg己各凶手の作Ill親 杭yイL) 30. l･∞.2･1

慧 慧 芸≡孟芝誓 ｢表芸芸芸三雲諾 .;.芸 竺 1 ヱ

皮を椎冠するわけである.従って,このPu雌はかなり

頒経たものであるが,gf-#は,斬-珊 とし'C,･吸教

として披-i)研究しやすい患吊試政について.海辺蚊カ

Jラに上るk鱗1Z行ったのでその銘果せ和督する｡

2 実験芸置および方法

胤 としてはilI任 i〇cm,70<m,Z2cc[1,,は光虫

2.010 6,22017.

2,03O 7,4CO3.

1･95qt 6･2W ･Bl

まづ.坑脱 と匙軸が一致+る城に陳満々的し.煤

発表にノク･/Nス 9±0273を合tr塾欠七光し,よく

即 して捷七F77ン̀の蓮Jhな適してほ発状況を排

すろ｡沈泊より11ノラ三てのjfqLは托 43cm.-LCm.

120cm の魯坑道につき夫々 <,5.肋ltとしたく

3 流 し写井による実tI措黒

むf]!43cmQ>圭も且lこ鮎 を潜稲釈放とlii)放た条件に
の長さ夫々 1独 Tl',1∝一cm,250cm の三和を帆IEIL,

カ}ラは( )旬Ht式識進度カJヲ (レンズ,ドl'/タ ` 7 イJ" lま久SA ltX)
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